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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月2日(2016.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１次電源と接続するための第１の入力電力接続部と、
　２次電源からの２次電力を得るための第２の入力電力接続部と、
　１つ以上の照明装置へ伝達する電力を制御するように構成された電子回路と、を有し、
　前記電子回路は、前記第１の入力電力接続部と前記第２の入力電力接続部から１つ以上
の光源への電力の伝達を制御する制御回路と、前記第１の入力電力接続部に対する使用時
の外部インピーダンスを感知するように構成されたセンシング回路と、前記１つ以上の光
源の現在の動作状態を判定する判定手段と、を有し、
　前記制御回路は、前記感知されたインピーダンスの大きさと前記１つ以上の光源の前記
判定された動作状態とに応じて、前記１つ以上の光源への電力の伝達を制御するように動
作可能である、ことを特徴とする照明制御機器。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記１つ以上の光源の前記現在の動作状態を示す状態情報を保持する
ように動作可能であるラッチモジュールを含む、ことを特徴とする請求項１に記載の照明
制御機器。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記センシング回路により感知されたインピーダンスの検出された変
化に応じて、前記ラッチモジュールに保持された前記状態情報を制御するように動作可能
である、ことを特徴とする請求項２に記載の照明制御機器。
【請求項４】
　前記判定手段は、前記１つ以上の光源の現在の照明状態を示す状態情報を判定するよう
に動作可能であることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の照明制御機器
。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記１つ以上の光源の少なくとも２つの異なる照明レベルのうちの１
つを示す現在の状態情報を判定するように動作可能であることを特徴とする請求項１から
４のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項６】
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　前記判定手段は、前記１つ以上の光源の少なくとも３つ以上の異なる照明レベルの１つ
を示す現在の状態情報を判定するように動作可能であることを特徴とする請求項１から５
のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項７】
　前記制御回路は、前記感知されたインピーダンスの変化と前記１つ以上の光源の前記判
定された動作状態とに応じて、前記１つ以上の光源の調光を制御する制御信号を生成する
ように動作可能であることを特徴とする請求項６に記載の照明制御機器。
【請求項８】
　前記制御回路は、前記第１の入力電力接続部における１次電力の存在とは独立に、前記
１つ以上の光源への電力の伝達を制御するように動作可能であることを特徴とする請求項
１から７のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項９】
　前記制御回路は、前記第１の入力電力接続部からの１次電源の切断を検出し、前記感知
されたインピーダンスを用いてi）前記照明制御機器に使用時に接続されるスイッチをユ
ーザが開くことによる、前記第１の入力電力接続部からの前記１次電源の切断と、ii）１
次電源障害、とを区別し、１次電源障害の発生を検出した場合、前記第２の入力電力接続
部で得られる電力を用いて前記１つ以上の光源への電力の伝達を制御して、非常用照明の
機能を提供するように構成されていることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に
記載の照明制御機器。
【請求項１０】
　前記制御回路が前記１次電源障害の発生を検出した場合に、前記制御回路が前記１つ以
上の光源に電力を伝達しないように制御している場合、前記制御回路は、前記第２の入力
電力接続部からの電力を用いて前記１つ以上の光源に電力を供給するように動作可能であ
ることを特徴とする請求項９に記載の照明制御機器。
【請求項１１】
　前記センシング回路は、前記外部インピーダンスの大きさを得るために、測定パルスを
前記第１の入力電力接続部に印加するように構成されていることを特徴とする請求項１か
ら１０のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項１２】
　前記電子回路は、前記測定パルスを前記第１の入力電力接続部に印加するように構成さ
れ、前記第１の入力電力接続部における過渡信号を検出して、前記過渡信号からインピー
ダンスの大きさを判定するように構成されていることを特徴とする請求項１１に記載の照
明制御機器。
【請求項１３】
　前記電子回路は、前記第１の入力電力接続部に接続された手動で操作可能な複数のスイ
ッチが開状態か閉状態かを判定するために、前記感知したインピーダンスの大きさを用い
るように構成されていることを特徴とする請求項１から１２のいずれか１項に記載の照明
制御機器。
【請求項１４】
　前記電子回路は、前記外部インピーダンスの複数の測定値を判定するように構成され、
測定値の平均を判定するために前記測定値の２つ以上を結合するように構成されているこ
とを特徴とする請求項１から１３のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項１５】
　照明回路に接続するように適合されたハウジング内に備え付けられていることを特徴と
する請求項１から１４のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項１６】
　前記照明制御機器は、１つ以上の照明装置に制御信号を送信して、前記１つ以上の照明
装置への電力の伝達を制御するように構成されていることを特徴とする請求項１から１５
のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項１７】
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　前記照明制御機器は、無線リンク、または前記第１の入力電力接続部に使用時に接続さ
れる１次供給のラインを介して、前記１つ以上の照明装置に前記制御信号を送信するよう
に構成されていることを特徴とする請求項１６に記載の照明制御機器。
【請求項１８】
　前記制御回路は、前記センシング回路が前記外部インピーダンスを感知した場合に制御
するように動作可能であることを特徴とする請求項１から１７のいずれか１項に記載の照
明制御機器。
【請求項１９】
　前記制御回路は、前記第１の入力電力接続部から１次電力がないことを検出した場合に
前記センシング回路に感知を開始させるように動作可能であることを特徴とする請求項１
８に記載の照明制御機器。
【請求項２０】
　前記制御回路が第１の動作モードで動作する動作の第１モードと、前記制御回路が第２
の動作モードで動作する動作の第２モードとを有し、
　前記照明制御機器は、前記第１の入力電力接続部が実質的に永続的な１次電源を提供す
る照明回路と接続されている場合に、前記第１モードで動作するように構成されており、
前記照明制御機器は、前記第１の入力電力接続部が前記第１の入力電力接続部から１次電
源を切断するトグルスイッチであって、手動で操作可能な前記トグルスイッチを用いる照
明回路と接続されている場合に、前記第２モードで動作するように構成されていることを
特徴とする請求項１から１９のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項２１】
　前記照明制御機器は、前記第１の入力電力接続部が、ユーザによって有効化されると一
時的に前記１次電源を前記第１の入力電力接続部から切断するモーメンタリスイッチであ
って、手動で操作可能な前記モーメンタリスイッチを用いる照明回路と接続されている場
合、前記第１モードで動作するように構成されていることを特徴とする請求項２０に記載
の照明制御機器。
【請求項２２】
　前記電子回路は、前記第１の入力電力接続部で得られる電力を用いて前記２次電源を充
電するための充電回路を有し、
　前記制御回路は、１次電源障害の後に前記１次電源が前記第１の入力電力接続部に回復
すると即座に前記充電回路に前記２次電源の充電を開始させるように動作可能であること
を特徴とする請求項１から２１のいずれか１項に記載の照明制御機器。
【請求項２３】
　１つ以上の光源と、
　前記１つ以上の光源への電力の適用を制御する請求項１から２２のいずれか１項に記載
の照明制御機器とを有する照明装置。
【請求項２４】
　１つ以上の照明装置への電力の適用を制御する制御信号を生成し、伝送するための請求
項１６または１７に記載の照明制御機器と、
　１つ以上の照明装置と、を有し、
　前記照明装置のそれぞれが、
　　１次電源と接続するための第１の入力電力接続部と、
　　２次電源からの２次電力を得るための第２の入力電力接続部と、
　　前記照明制御機器から前記制御信号を受信して、前記照明制御機器から受信した制御
信号に応じて前記第１の入力電力接続部からの電力か前記第２の入力電力接続部からの電
力を用いて１つ以上の光源への電力の伝達を制御するように構成されている電子回路と、
を有することを特徴とするキット。
【請求項２５】
　制御装置を使用して１つ以上の光源への電力の伝達を制御する方法であって、
　第１の入力電力接続部を１次電源に接続し、
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　第２の入力電力接続部を２次電源に接続し、
　前記第１の入力電力接続部に接続された外部インピーダンスを感知し、前記１つ以上の
光源の現在の動作状態を判定し、前記感知したインピーダンスと１つ以上の光源の前記判
定された動作状態に応じて１つ以上の光源への電力の伝達を制御する、ことを特徴とする
方法。
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